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森 の国だ より

第
29
回
愛
媛
県

消
防
操
法
地
区
大
会

森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

「
森
の
息
吹
工
房
」開
業
式

及
び「
猪
鹿
ま
つ
り
」の
開
催

６
１

６
１

６
７

　

６
月
１
日
㈰
、
宇
和
島
市
三
間
町
総
合
運
動
公
園
で
愛
媛

県
消
防
操
法
宇
和
島
地
区
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
消
防
操
法
技
術
の
向
上
と
消
防
団
員
の
士
気

及
び
消
防
精
神
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
住
民
生
活
の
安

全
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
２
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る

も
の
で
、
今
回
は
宇
和
島
市
、
鬼
北
町
、
松
野
町
か
ら
、
小

型
ポ
ン
プ
の
部
と
ポ
ン
プ
車
の
部
に
そ
れ
ぞ
れ
５
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

　

松
野
町
か
ら
は
、
第
２
分
団
第
３
部
（
目
黒
）
と
第
３
分

団
第
１
部
（
吉
野
）
の
２
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
当
日
は
猛
暑

で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
規
律
正
し
い
動
作
で
操
法
技
術

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
目
黒
が
タ
イ
ム
43
秒
12
、
総
合
82
点
で
５
位
、

吉
野
が
第
１
線
タ
イ
ム
59
秒
00
、
第
２
線
タ
イ
ム
66
秒
54
、

総
合
１
３
７
・
５
点
で
５
位
で
し
た
が
、
ど
の
チ
ー
ム
も
接

戦
で
、
特
に
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
は
、
１
位
か
ら
５
位
ま
で

の
差
が
７
・
５
点
と
、
僅
差
で
の
惜
敗
と
な
り
ま
し
た
。

　

惜
し
く
も
敗
れ
た
両
チ
ー
ム
で
し
た
が
、
早
い
チ
ー
ム
で

は
１
年
前
か
ら
、
仕
事
で
疲
れ
た
体
に
鞭
打
っ
て
、
夜
間
に

集
ま
り
練
習
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
選
手
の
皆
さ
ん
、

本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

６
月
７
日
㈯
、
松
野
町
獣
肉
処
理
加
工
施
設
「
森
の
息
吹

工
房
」
開
業
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
国
会
議
員
・
県
議
会
議
員
を
は
じ
め
、
町
外
狩

猟
団
体
や
地
元
関
係
者
な
ど
多
数
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
で
捕
獲
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ

や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
地
域
の
資
源
と
し
て
有
効
に
活
用
し
、
地

域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
整
備
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

式
典
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
の
息
吹
森
田
守
会
長
、
阪
本

町
長
な
ど
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
施
設
の
見
学
や
イ
ノ
シ
シ
・

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
料
理
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
８
日
㈰
、
町
内
外
の
方
に
イ
ノ
シ
シ
や
ニ
ホ

ン
ジ
カ
を
活
用
し
た
料
理
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
「
猪
鹿

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ノ
シ
シ
肉
は
猪
鍋
に
、
シ
カ
肉
は
カ
レ
ー
、
ギ
ョ
ウ
ザ
、

ハ
ン
バ
ー
グ
、
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
に
使
用
さ
れ
、
様
々
な
料
理

が
会
場
に
並
び
ま
し
た
。

　

町
内
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
町
外
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、
大

勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

６
月
１
日
㈰
、
天
狗
高
原
で
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
吉
野
生
地
区
保
健
推
進
会
が
、

住
民
の
健
康
維
持
と
体
力
づ
く
り
を
目
的
に
気
軽
に
参
加
で

き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
企
画
し
、「
歩
き
隊
」
の
メ
ン
バ
ー

を
中
心
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
丸
身
和
男
会
長
以

下
29
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、
絶
好
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日

和
と
な
り
ま
し
た
。
四
国
カ
ル
ス
ト
の
東
に
そ
び
え
る
、
標

高
１
，
４
８
５
ｍ
の
〝
天
狗
の
森
〞
は
、
ブ
ナ
や
ヒ
メ
シ
ャ

ラ
、
ア
ケ
ボ
ノ
つ
つ
じ
な
ど
の
豊
か
な
植
生
に
恵
ま
れ
た
森

で
す
。
こ
の
森
の
中
に
整
備
さ
れ
た
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
は
、

ヒ
ノ
キ
の
チ
ッ
プ
が
敷
き
詰
め
ら
れ
、
足
首
や
膝
へ
の
負
担

を
軽
減
し
て
く
れ
る
遊
歩
道
で
当
日
も
各
地
か
ら
た
く
さ
ん

の
人
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
歩
き
隊
の
メ
ン
バ
ー
は
、
木
漏
れ
日
や
鳥
の

声
、
お
い
し
い
空
気
、
森
林
浴
を
楽
し
み
な
が
ら
お
よ
そ
９
・

６
キ
ロ
の
道
程
を
マ
イ
ペ
ー
ス
で
完
歩
し
ま
し
た
。
森
林

ウ
ォ
ー
ク
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
た
後
は
、
全
員
で
山
菜

や
ア
マ
ゴ
を
取
入
れ
た
山
川
の
幸
を
い
た
だ
き
な
が
ら
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

　

す
で
に
６
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
「
歩
き
隊
」

で
は
、
今
後
も
楽
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。
次
回
は
秋
風
ウ
ォ
ー
ク
を
実
地
予
定
で
す
。
み
な
さ
ん

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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森 の国だ より

蛍
の
畔
道
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

６
７

　

６
月
７
日
㈯
、
目
黒
地
区
の
風
物
詩
と
な
っ
た
『
蛍
の
畦
道
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨

で
し
た
が
、
会
場
は
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
目
黒
の
里
ホ
タ
ル
愛
好
会
が
中
心
と
な
っ

て
企
画
し
て
い
ま
す
が
、
開
催
に
あ
た
っ
て
は
目
黒
部
落
全
体
が

協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
の
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
当
初
か
ら
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
る
大
学
生
や
各
団
体
の
皆

さ
ん
と
の
交
流
も
活
動
推
進
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

開
会
式
で
は
、
愛
好
会
の
会
長
で
も
あ
る
岡
田
区
長
が
、
来
場

者
へ
の
歓
迎
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
協
力
団
体
に
対
す
る
お
礼
な
ど

を
述
べ
、
無
事
開
会
で
き
る
こ
と
を
喜
び
ま
し
た
。

　

続
い
て
、南
小
学
校
児
童
に
よ
る
作
文
や
俳
句
の
発
表
、合
唱
『
ほ

た
る
こ
い
』
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
会
場
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、「
鬼
城
太
鼓
」
が
ジ
ュ
ニ
ア
団
体

の
「
森
風
」
と
と
も
に
迫
力
あ
る
演
奏
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

町
内
外
に
多
く
の
フ
ァ
ン
を
有
す
る
フ
ォ
ー
ク
バ
ン
ド
「
ゆ
ず

の
香
り
」
が
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
を
和
や
か
に
締
め
く
く
る
頃
に
は
、

目
黒
の
夕
べ
に
灯
篭
の
灯
り
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
た
畦
道
を
歩
く
来
場
者
は
、
幻
想
的
な
夜
の
田
園
風

景
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
終
了
後
に
は
、
愛
好
会
会
員

が
案
内
す
る
ホ
タ
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
催
さ
れ
、
目
の
前
を
飛
び

交
う
蛍
に
訪
れ
た
人
々
の
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

目
黒
地
区
で
は
、
今
後
も
こ
の
事
業
を
継
続
し
、
地
域
の
自
然

を
生
か
し
守
っ
て
い
く
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

紹介

地
域
の
美
化
活
動
！

　

蕨
生
谷
口
組
で
は
、
毎
年
２
回
、
地
域
全
体
で
の
美
化
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
、前
山
本
昭
典
組
長
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、

地
域
で
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
や
、
地
域
に
潤
い
を
も
た
ら

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

３
回
目
と
な
る
今
回
は
、
藤
井
勝
利
組
長
を
は
じ
め
、
約

20
名
の
地
域
住
民
に
よ
り
国
道
３
８
１
号
線
沿
い
の
花
壇
の

手
入
れ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
手
入
れ
さ
れ
た
花
壇
に
は
、
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア
、
サ
ル
ビ
ア
、
日
々
草
、
イ

ン
パ
チ
ェ
ン
ス
、
コ
リ
ウ
ス
な
ど
の
花
々
が
き
れ
い
に
並
ん

で
お
り
、
６
月
下
旬
頃
ま
で
が
見
頃
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、

今
後
も
地
域
の
美
化
に
積
極
的
に
取
り
組
む
予
定
で
、
今
年

の
秋
に
は
春
の
花
を
植
え
る
そ
う
で
す
。

　

通
り
か
か
る
際
に
は
、
国
道
沿
い
に
き
れ
い
に
並
ん
だ

花
々
を
、ぜ
ひ
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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母
の
日
や
貧
し
く
逝
き
し
妣
愛
し 

伊
藤　

富
子

夕
風
の
小さ
ざ
な
み波

立
て
る
植
田
か
な 

岡
本　

京
子

命
名
を
書
く
筆
新
た
鯉
幟 

金
谷　

重
子

タ
ン
ポ
ゝ
の
綿
花
童
女
の
如
く
吹
く 

金
谷　

文
恵

シ
ー
シ
ー
ポ
イ
今
日
も
な
き
け
る
天
気
か
な 

木
下
三
千
恵

母
と
居
て
熱
き
茶
に
添
え
柏
餅 

駒
山　

忠
夫

母
の
日
や
九
人
育
て
し
母
を
撮
る 

斉
藤　

真
人

村
人
の
守
る
寺
山
椎
の
花 

谷　

き
よ
し

植
え
終
へ
て
田
ご
と
の
月
の
棚
田
村 

ひ
の
た
い
ら

春
薩
摩
黒
酢
黒
豚
黒
焼
酎 

布　
　

久
光

石
垣
に
厂
史
を
偲
ぶ
苔
の
花 

布　
　

康
江

四
万
十
川
や
横
一
線
に
鯉
五
月 

宮
崎
き
く
を

雨
雲
の
広
が
り
ゆ
く
や
桐
の
花 

山
下
ス
ミ
子

新
調
の
畳
匂
へ
る
聖
五
月 

赤
松　

午
子

茄
子
植
ゑ
て
隣
は
二
人
住
ま
い
か
な 

稲
谷
キ
ミ
子

礼
状
に
礼
状
届
き
山
笑
ふ 
上
田
美
智
子

芽つ
ば
な花

流
し
車
椅
子
に
ゆ
ら
れ
ゆ
ら
れ
て 
岡
本　

三
葉

ト
ン
ネ
ル
に
吸
い
込
ま
れ
行
く
若
葉
風 

竹
内
サ
ダ
子

ま
ち
の
投
句
箱

葛
句
会
　
五
月
例
会
句
会　
於　
町
民
セ
ン
タ
ー

吉
野
句
会
　
五
月
例
会
句
会　
於　
吉
野
生
公
民
館

俳
句
の
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句　
五
月
投
句
分

佳
作

《
不
器
男
記
念
館
》

　

な
ぞ
り
読
む
不
器
男
の
句
碑
に
竹
落
葉

鬼
北
町　

中
尾　
　

正

《
虹
の
森
公
園
》

　

囀
や
棚
田
吹
き
行
く
風
の
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
野
町　

駒
山　

忠
夫

　

里
山
に
住
み
朝
ざ
く
ら
夕
桜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
幡
浜
市　

節　
　
　

女

《
森
の
国
ホ
テ
ル
》

　

遠を

ち地
近こ

ち地
に
猿
見
え
蔭
れ
渓
若
葉大

洲
市　

三
瀬　

悦
子

　

せ
せ
ら
ぎ
に
和
し
て
河
鹿
の
声
涼
し

大
洲
市　

一　
　
　

善

《
目
黒
ふ
る
さ
と
館
》

　

山
里
の
そ
の
奥
に
住
み
田
を
返
す　
　
　
　
　
　
　
　

鬼
北
町　

中
尾　
　

正

の掲示板ま ち
　
「
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？

　

埋
蔵
文
化
財
と
は
、
貝
づ
か
や
古
墳
な
ど
、
地
面
の
下
に

埋
ま
っ
て
い
る
文
化
財
の
こ
と
で
、
こ
れ
ら
を
持
っ
て
い
る

土
地
を
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
と
言
い
ま
す
。

　

埋
蔵
文
化
財
は
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
ひ
も
解
く
た
め

の
大
切
な
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
国
民
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い
共
通
の
財
産
で
す
。
よ
っ
て
、
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地

を
み
な
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

松
野
町
に
は
、
現
在
39
ヶ
所
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
心
は
河
後
森
城
跡
を
は
じ
め
と
す
る
山
城

群
で
、
そ
の
数
は
17
ヶ
所
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

　

松
野
町
教
育
委
員
会
で
は
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
を
継
続
的

に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
包
蔵
地
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
埋
蔵
文
化

財
に
関
す
る
情
報
を
随
時
発
信
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、「
裏
の
畑
で
土
器
を
拾
っ
た
」
と
か
「
庭
で
見
つ
け

た
石
が
石
器
み
た
い
や
け
ど
、
ど
が
い
や
ろ
か
？
」
と
い
っ

た
情
報
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
に
些
細
な
こ
と
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
の
で
、
教
育
委
員
会
（
☎
42
・
１
１
１
８
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

森
の
国
歴
史
発
見
！
文
化
財
通
信

知
っ
て
る
？「
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
」
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お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

延
野
々
　
居
村
　
迪
子
　
　
85
歳

豊
　
岡
　
井
上
　
雅
司
　
　
61
歳

豊
　
岡
　
酒
井
美
津
子
　
　
83
歳

豊
　
岡
　
山
本
美
代
子
　
　
86
歳

豊
　
岡
　
平
野
冨
士
夫
　
　
82
歳

蕨
　
生
　
菅
　
　
勝
子
　
　
76
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

行
定
　
月
美
　
　
松
野
町

山
本
　
忠
勝
　
　
松
野
町

西
岡
　
　
裕
　
　
松
野
町

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

世帯数　2,058世帯（＋５世帯）

総人口　4,309人 （±０人）
男2,019人　女2,290人
（５月中の異動）

　　○出　生　０人　○死　亡　８人
　　○転　入　24人　○転　出　18人

平成26年５月31日現在
※外国人を含みます。

　　　 の掲示板　　　ま　　　　　　ち

松野町林業研究グループが
「藤田賞」を受賞

おめでとう‼
愛媛県中学生バレーボール選手権大会
松野中学校バレー部男子　堂々３位‼

　５月28日、第52回愛媛県林業研究グループ連絡協
議会がテクノプラザ愛媛で開催され、松野町林業研
究グループが「藤田賞」を受賞しました。「藤田賞」
とは、県林業研究グル－プ連絡協議会の初代会長で
ある藤田恒重氏が地域林業の振興に功績があったと
して、財団法人木原営林・大和事業団より表彰を受
けました。このことを記念し、寄付された副賞を基
金として、優れた模範的な活動をしている林業研究
グル－プに対して表彰を行っているものです。
　松野町林業研究グループは、会員数20名で各種研
修会や視察を通じて、高い技術の習得に努めている
ほか、毎年、松野中学校で椎茸の植菌を体験する林
業教室を開催しており、地域に根ざした活動にも積
極的に取り組んでいます。また、間伐材を利用した
ナメコの栽培やコンテナ苗を植栽し追跡調査をする
など、独自に調査・検証を行っている功績が認めら
れ、「藤田賞」を受賞しました。
　松野町林業研究グループでは、新たな会員も募集
しています。興味がある方は役場農林課（☎42－
1114）または、南予森林組合（☎45－0814）までご
連絡ください。

　５月17日㈯、18日㈰の２日間、西条市総合体育館
において愛媛県中学生バレーボール選手権大会が行
われ、松野中学校バレー部男子が南予地区の代表と
して出場しました。 
　出場した16チームは東予、中予、南予各地区の予
選を勝ち上がってきた強豪校ばかりで、松野中学校
は初戦から第４シードと戦う厳しい対戦となりまし
たが、見事２－０で１回戦を突破しました。２回戦
目も順調に勝ち上がり、準決勝では第１シードの城
西中学校・北条北中学校連合チームと対戦し、惜し
くも０－２（20－25、８－25）で敗れましたが、堂々
の３位入賞を果たしました。

松野町役場において、今回の活躍と市郡総体・県総
体での更なる活躍に向けて激励会が行われました。
（5／20）
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Informationお し ら せ

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設

行
政
相
談

【
日　
　

時
】
７
月
10
日
㈭　

10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室　

【
内　
　

容
】
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相　
談　
員
】
行
政
相
談
員
（
有
馬
節
男
）

心
配
ご
と
相
談

【
日　
　

時
】
７
月
10
日
㈭　

10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
心
配
ご
と
相
談

【
相　
談　
員
】
民
生
児
童
委
員

人
権
相
談

【
日　
　

時
】
７
月
10
日
㈭　

10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
人
権
相
談

【
相　
談　
員
】
人
権
擁
護
委
員

　

７
月
31
日
は
、「
土
地
家
屋
調
査
士
の
日
」
で
す
。
不
動

産
に
関
す
る
様
々
な
相
談
に
答
え
ま
す
。
電
話
に
よ
る
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
と
き
、
ご
相
談
下
さ
い
。

 

・
隣
と
の
境
界
が
わ
か
ら
な
い

 

・
自
分
の
土
地
の
面
積
を
知
り
た
い

 

・
相
続
や
贈
与
な
ど
の
た
め
に
土
地
を
２
つ
に
分
け
た
い

　

等
【
日　
　

時
】
７
月
31
日
㈭　

10
時
〜
17
時

【
場　
　

所
】
愛
媛
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】
愛
媛
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

☎
０
８
９
・
９
４
３
・
６
７
６
９

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
「
デ
ジ
ア
ナ
変
換
サ
ー

ビ
ス
」
は
₂₇
年
3
月
ま
で
に
終
了
し
ま
す

　

暫
定
的
に
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
も
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
経
由

で
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
で
き
る
「
デ
ジ
ア
ナ
変
換

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
へ
の
参
加
募
集

　

日
本
遺
族
会
で
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
の
補
助
を
受
け
、

慰
霊
友
好
親
善
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
先
の
大
戦
で
父

等
を
無
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父
等
の
戦

没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同

地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

【
実
施
地
域
】

（
広
域
地
域
）

　

旧
満
州
、西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、旧
ソ
連
、マ
リ
ア
ナ
諸
島
、

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
、
ボ
ル
ネ

オ
・
マ
レ
ー
半
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
、
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
・
イ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
中
国

（
特
定
地
域
）

　

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・

ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

【
参　
加　
費
】
９
万
円

【
参
加
資
格
】
戦
没
者
の
遺
児

※
５
年
を
経
過
し
た
人
（
平
成
20
年
度
以
前
参
加
者
）
は
２

回
目
の
応
募
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
申
込
方
法
】
在
住
す
る
各
都
道
府
県
遺
族
会
事
務
局

【
問
い
合
わ
せ
先
】
日
本
遺
族
会
事
務
局

☎
０
３
・
３
２
６
１
・
５
５
２
１

不
動
産
表
示
登
記
無
料
相
談
会

　

農
地
を
農
地
以
外
の
用
途
に
転
用
す
る
た
め
に
は
、

農
地
法
の
規
定
に
よ
り
県
知
事
等
の
許
可
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

農
地
法
で
は
優
良
農
地
を
確
保
す
る
た
め
、
農
地
の

優
良
性
や
周
辺
の
土
地
利
用
状
況
等
に
よ
り
農
地
を
区

分
し
、
転
用
を
農
業
上
の
利
用
に
支
障
が
少
な
い
農
地

に
誘
導
す
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
転
用
目
的
を
有
し

な
い
投
機
目
的
、
資
産
保
有
目
的
で
の
農
地
の
転
用
は

認
め
な
い
事
と
し
て
い
ま
す
。

　

転
用
の
申
請
は
、
農
地
の
所
有
者
自
ら
が
農
地
を
転

用
す
る
農
地
法
第
４
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
申

請
と
農
地
の
所
有
者
以
外
の
人
が
所
有
者
か
ら
農
地
を

買
い
受
け
た
り
、
借
り
受
け
た
り
し
て
転
用
す
る
農
地

法
第
５
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
申
請
の
二
種
類

が
あ
り
ま
す
。
両
申
請
と
も
農
業
委
員
会
が
受
付
を
し
、

毎
月
開
催
し
て
い
る
農
業
委
員
会
の
定
例
総
会
で
そ
の

申
請
に
対
す
る
意
見
決
定
を
行
い
、
愛
媛
県
知
事
に
意

見
を
進
達
し
ま
す
。
意
見
決
定
の
基
準
に
は
、
事
業
実

施
の
確
実
性
や
周
辺
農
地
へ
の
影
響
な
ど
に
よ
る
一
般

基
準
と
農
地
の
優
良
性
や
周
辺
の
土
地
利
用
状
況
な
ど

に
よ
り
定
め
る
立
地
基
準
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
許
可
基
準
に
は
様
々
な
項
目
や
例
外
事
項
が

あ
り
、
農
業
用
倉
庫
と
し
て
一
定
面
積
以
内
を
転
用
す

る
場
合
等
、
一
部
許
可
を
要
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
転
用
を
検
討
し
て
い
る
場
合
は
、
ま
ず
は
お
気

軽
に
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
野
町
役
場
内
松
野
町
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
42
・
１
１
１
４

農
地
の
無
断
転
用
は
法
律
で
罰
せ
ら
れ
ま
す

農業委員会だより（７月号）

サ
ー
ビ
ス
」
は
、
平
成
27
年
3
月
ま
で
に
終
了
し
ま
す
。
引

き
続
き
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
に
は
次
の
3
つ
の
受
信
方

法
が
あ
り
ま
す
。

 

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
契
約
し
、
デ
ジ
タ
ル
Ｓ
Ｔ
Ｂ
（
セ
ッ

ト
ト
ッ
プ
ボ
ッ
ク
ス
）
を
設
置
す
る

 

・
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
に
買
い
替
え
る

 

・
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
購
入
し
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
に
接

続
す
る

【
問
い
合
わ
せ
先
】
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
・
07
・
０
１
０
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
「
総
務
省　

デ
ジ
ア
ナ
」
で
検
索
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風
し
ん
抗
体
検
査
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

　

愛
媛
県
で
は
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
発
生
予
防
及
び

風
し
ん
の
感
染
予
防
の
た
め
、
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
や
そ

の
配
偶
者
な
ど
に
対
し
て
、
予
防
接
種
が
必
要
で
あ
る
人
を

抽
出
す
る
抗
体
検
査
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

【
日　
　

時
】
平
成
26
年
6
月
1
日
〜
平
成
27
年
3
月
31
日

【
内　
　

容
】風
し
ん
抗
体
検
査　

原
則　

Ｈ
Ｉ
法（
た
だ
し
、

Ｅ
Ｉ
Ａ
法
も
可
）

　

検
査
の
結
果
、
抗
体
価
が
低
い
人
へ
の
風
し
ん
予
防
接
種

の
勧
奨
を
実
施
し
ま
す
。

　
（
風
し
ん
予
防
接
種
の
費
用
は
、自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。）

※
抗
体
価
が
低
い
人
：
Ｈ
Ｉ
法　

16
倍
以
下
の
人
、
Ｅ
Ｉ
Ａ

法　

抗
体
価
８
・
０
未
満
の
人

※
風
し
ん
の
抗
体
価
測
定
の
方
法

　

Ｈ
Ｉ
法
：
赤
血
球
凝
集
抑
制
試
験

　

Ｅ
Ｉ
Ａ
法
：
酵
素
抗
体
法

【
対　
象　
者
】
県
内
に
在
住
す
る
人
（
松
山
市
に
住
民
登
録

が
あ
る
人
は
除
く
。）
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

② 

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
や
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
妊
婦

の
配
偶
者
な
ど
の
同
居
者

※
た
だ
し
、
風
し
ん
抗
体
検
査
又
は
風
し
ん
予
防
接
種
を
受

け
た
こ
と
の
あ
る
人
及
び
風
し
ん
に
り
患
し
た
こ
と
の
あ
る

人
を
除
き
ま
す
。

【
費
用
負
担
】
全
額
公
費
負
担
（
自
己
負
担
な
し
）

【
実
施
方
法
】
医
療
機
関
委
託
（
委
託
先
：
一
般
社
団
法
人

夏
期
の
節
電・省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て

節
電
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

今
夏
の
電
力
需
給
は
、
東
日
本
か
ら
電
力
融
通
を
行
わ
な
い

と
中
部
及
び
西
日
本
全
体
で
予
備
率
３
％
を
確
保
で
き
な
い

ほ
ど
昨
夏
よ
り
も
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。
四
国
電
力
管
内
に

お
い
て
は
、
安
定
供
給
に
最
低
限
必
要
と
さ
れ
る
予
備
率
３
％

以
上
を
確
保
で
き
る
見
通
し
で
す
が
、
大
規
模
な
発
電
所
の

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
、
安
定
供
給
が
出
来
な
い
可
能

性
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
７
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で
の
平
日
（
８
月
13
日
か
ら
15
日
を
除
く
）、
９
時
か

ら
20
時
ま
で
の
間
、
節
電
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

数
値
目
標
は
設
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
節
電
を
お
願
い
す
る

期
間
・
時
間
帯
に
お
い
て
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
の
節
電

を
お
願
い
し
ま
す
。

夏
休
み
特
別
企
画「
裁
判
所
探
検
ツ
ア
ー
」

開
催
の
お
知
ら
せ

　

松
山
地
方
裁
判
所
で
は
愛
媛
県
内
の
小
学
５
、
６
年
生
を

対
象
に
実
際
の
法
廷
を
使
っ
た
刑
事
模
擬
裁
判
な
ど
を
行
う

「
裁
判
所
探
検
ツ
ア
ー
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
模
擬
裁
判
所
裁
判
を
体
験
し
た
り
、
裁
判
官
に
質
問

し
た
り
し
て
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【
日　
　

時
】
８
月
13
日
㈬　

13
時
15
分
〜
16
時
35
分

【
場　
　

所
】松
山
地
方
裁
判
所（
松
山
市
一
番
町
三
丁
目
３
―
８
）

【
対　
象　
者
】
愛
媛
県
内
の
小
学
５
、
６
年
生　

30
人
（
申

込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

【
申
込
方
法
】
次
の
宛
先
ま
で
、
往
復
は
が
き
に
必
要
記
載

事
項
を
記
載
の
上
、
郵
送
に
て
ご
応
募
下
さ
い
。
申
込
み
の

方
法
は
、
郵
送
（
往
復
は
が
き
）
に
よ
る
方
法
の
み
と
な
り

ま
す
の
で
、
注
意
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
グ
ル
ー
プ
で
の
申
込
み
は
３
人
ま
で
と
し
ま
す
。

（
４
人
以
上
記
載
し
て
い
た
場
合
は
全
員
に
つ
き
無
効
と
な

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。）

宛
先　

〒
７
９
０
・
８
５
３
９　

松
山
市
一
番
町
三
丁
目
３
―
８

松
山
地
方
裁
判
所
総
務
課
「
裁
判
所
探
検
ツ
ア
ー
」
係

　

必
要
記
載
事
項
（
往
信
用
裏
面
）
参
加
希
望
者
の
①
住
所

②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
③
電
話
番
号
④
学
校
名
⑤
学
年
⑥
同

伴
す
る
保
護
者
の
有
無
（
有
の
場
合
、
保
護
者
の
氏
名
及
び

参
加
希
望
者
と
の
続
柄
）

　
（
往
信
用
表
面
）
参
加
希
望
者
（
グ
ル
ー
プ
で
の
申
込
み

の
場
合
は
代
表
者
）
の
住
所
、
氏
名

【
募
集
期
間
】
７
月
１
日
㈫
〜
７
月
18
日
㈮
※
当
日
消
印
有
効

【
問
い
合
わ
せ
先
】
松
山
市
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係

☎
０
８
９
・
９
０
３
・
４
３
７
９

※ 

裁
判
所
の
駐
車
場
が
狭
い
た
め
車
で
の
来
庁
は
ご
遠
慮
下

さ
い
。

ア
イ
ヌ
の
人
々
か
ら
の

様
々
な
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

公
益
財
団
法
人
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ア

イ
ヌ
の
人
々
の
悩
み
を
受
け
付
け
る
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
嫌
が
ら
せ
、
差
別
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害

な
ど
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
相
談
下
さ

い
。

【
日　
　

時
】
平
成
27
年
３
月
31
日
㈫
ま
で　

10
時
〜
17
時

（
※
日
曜
、
祝
日
、
８
月
10
日
〜
17
日
、
12
月
27
日
〜
１
月

４
日
は
お
休
み
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
公
益
財
団
法
人　

人
権
教
育
啓
発
推
進

セ
ン
タ
ー

〒
１
０
５
・
０
０
１
２　

東
京
都
港
区
芝
大
門
２
―
10
―
12

　

Ｋ
Ｄ
Ｘ
芝
大
門
ビ
ル
４
階

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

０
１
２
０
・
７
７
１
・
２
０
８

●
相
談
無
料
●
匿
名
可
●
秘
密
厳
守

※
本
相
談
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
の
平
成
26
年
度
社
会
福
祉

推
進
事
業
に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
。

放
送
大
学
₁₀
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
26
年
度
第
2
学
期
（
10
月
入
学
）

の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の

大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然

科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

【
出
願
期
間
】
８
月
31
日
㈰
ま
で

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大

学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
９
・
９
２
３
・
８
５
４
４
）

ま
で
請
求
し
て
下
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

愛
媛
県
医
師
会
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
宇
和
島
保
健
所
健
康
増
進
課
感
染
症
対

策
係　

☎
０
８
９
５
・
22
・
５
２
１
１

　

平
日　

８
時
30
分
〜
17
時
（
電
話
受
付
の
み
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
不
可
）
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Informationお し ら せ

「
え
ひ
め
無
事
故・無
違
反
１
２
３
コ
ン
テ

ス
ト〝
２
０
１
４
〞」参
加
チ
ー
ム
募
集
！

　

参
加
・
実
践
型
交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
、
運
転
免

許
を
お
持
ち
の
５
人
が
１
チ
ー
ム
と
な
り
、
１
２
３
日
間
の

無
事
故
・
無
違
反
を
目
指
す
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。

　

達
成
し
た
チ
ー
ム
に
は
表
彰
状
の
ほ
か
、
１
等
30
万
円
分

の
旅
行
券
な
ど
の
賞
品
が
抽
選
で
当
た
り
ま
す
の
で
、
ご
参

加
下
さ
い
。

【
日　

時
】
８
月
31
日
㈰
〜
12
月
31
日
㈬
の
１
２
３
日
間

【
募
集
期
間
】
７
月
１
日
㈫
〜
８
月
29
日
㈮
※
当
日
消
印
有
効

【
参
加
費
】
１
人
当
た
り
１
，
０
０
０
円
（
１
チ
ー
ム
５
，

０
０
０
円
）

【
申
込
方
法
】
警
察
署
や
交
通
安
全
協
会
、
市
町
役
場
の
窓

口
に
備
え
つ
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
申
し
込
み

【
問
い
合
わ
せ
先
】
愛
媛
県
消
防
防
災
安
全
課

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
２
１

遺
言
や
大
切
な
契
約
を
公
正
証
書
が
守
り
ま
す

　

公
証
役
場
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
公
証
役
場
で
は
、
当
事

者
の
依
頼
に
よ
り
、
①
公
正
証
書
の
作
成
、
②
私
署
証
書
や

会
社
等
の
定
款
に
対
す
る
認
証
の
付
与
、
③
私
署
証
書
に
対

す
る
確
定
日
付
の
付
与
な
ど
の
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

公
正
証
書
に
は
、
遺
言
公
正
証
書
、
任
意
後
見
契
約
公
正

証
書
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
公
正
証
書
は
、
法
律
の
専
門
家
で

あ
る
公
証
人
が
作
成
す
る
公
文
書
で
あ
り
高
い
証
明
力
が
あ

り
ま
す
。
法
律
行
為
の
確
実
を
期
す
た
め
に
は
、
公
正
証
書

を
作
成
し
た
り
、
認
証
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

公
証
役
場
で
は
、
公
証
週
間
中
、
電
話
に
よ
る
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
相
談
は
無
料
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
宇
和
島
公
証
役
場　

〒
７
９
８
・
０
０

３
５　

宇
和
島
市
新
町
１
―
３
―
19

☎
０
８
９
５
・
25
・
２
２
９
２

　

愛
媛
県
職
員
採
用
（
平
成
27
年
度
採
用
）
試
験
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

【
日　

時
】
７
月
19
日
㈯
、
20
日
㈰

【
採
用
予
定
人
員
】
１
０
０
名
程
度

【
申
込
期
限
】
７
月
８
日
㈫
【
必
着
】

【
問
い
合
わ
せ
先
】
愛
媛
県
公
営
企
業
管
理
局
総
務
課

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
７
９
０

※ 

受
験
資
格
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
右
記
に
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

愛
媛
県
職
員（
看
護
師
）採
用
試
験

暴
走
族
追
放
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

毎
月
勤
労
統
計
調
査（
特
別
調
査
）に
つ
い
て
の
お
願
い

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
に
つ
い
て

６
月
は
男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間
で
す
！

　

愛
媛
県
で
は
、
暴
走
族
の
出
没
が
懸
念
さ
れ
る
時
期
を
前

に
、
県
、
警
察
、
市
町
関
係
機
関
の
広
報
活
動
を
通
じ
て
、

暴
走
族
の
悪
質
違
法
性
、
危
険
性
、
迷
惑
性
等
を
県
民
及
び

事
業
者
等
に
周
知
し
、
県
民
総
ぐ
る
み
に
よ
る
暴
走
族
の
い

な
い
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
６
月

20
日
か
ら
７
月
10
日
ま
で
の
21
日
間
「
暴
走
族
追
放
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
暴
走
行
為
は
、
県
民
の
安

全
と
平
穏
を
害
す
る
極
め
て
悪
質
な
行
為
で
す
。
家
庭
、
学

校
、
職
場
、
地
域
な
ど
県
民
が
一
体
と
な
り
、「
暴
走
を
し

　

愛
媛
県
で
は
厚
生
労
働
省
の
委
託
を
受
け
、
本
年
７
月
31

日
現
在
で
、
常
用
雇
用
労
働
者
を
１
人
か
ら
４
人
雇
用
し
て

い
る
事
業
所
を
対
象
に
、毎
月
勤
労
統
計
調
査
「
特
別
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
事
業
所
に
お
け
る
賃
金
、
労
働
時
間
及
び

労
働
者
数
の
動
向
を
全
国
及
び
都
道
府
県
別
に
明
ら
か
に
す

る
大
切
な
調
査
で
す
。

　

調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、
８
月
か
ら
９
月
に
か
け

統
計
調
査
員
が
訪
問
し
て
調
査
票
を
作
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
柄
は
、「
統
計
法
」
に

よ
り
、
厳
し
く
秘
密
が
守
ら
れ
る
と
と
も
に
、
統
計
以
外
の

目
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
愛
媛
県
企
画
振
興
部
管
理
局　

統
計
課

生
活
統
計
係　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
２
６
７

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は
、
町
の
基
本
的
な
計
画
等
を

策
定
す
る
際
に
、
素
案
の
段
階
で
町
民
の
皆
さ
ま
に
計
画
案

等
を
公
表
し
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
参
考
に
最
終
的
な
案
を

作
成
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
松
野
町
で
は
、
今
年
度
計
画

策
定
を
予
定
し
て
い
る
案
件
に
つ
き
ま
し
て
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

【
案 

件 

名
】　

第
１
次
松
野
町
景
観
計
画
（
案
）

　
　
　
　
　
　

森
の
国
ま
つ
の
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画（
案
）

【
閲
覧
期
間
】　

７
月
１
日
㈫
〜
８
月
１
日
㈮

【
閲
覧
場
所
】　

松
野
町
役
場
企
画
振
興
課
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
提
出
方
法
】　 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
意
見
書
に
記
入
の

上
、
郵
送
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、
持

参
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　

※
電
話
で
の
意
見
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

【
提
出
期
限
】　

８
月
１
日
㈮
必
着

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

松
野
町
役
場
企
画
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
９
５
・
42
・
１
１
１
６

E-mail:m-kikaku@town.matsuno.ehime.jp

　

踏
み
出
そ
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
！
〜
男
女
と
も

に
力
を
発
揮
す
る
企
業
が
未
来
を
担
う
〜
こ
れ
を
機
に
あ
な

た
の
会
社
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
男
女
労
働
者
間

の
事
実
上
の
格
差
解
消
に
向
け
た
取
組
）を
始
め
ま
し
ょ
う
！

学
生
や
投
資
家
、
又
は
消
費
者
に
お
い
て
も
企
業
の
女
性
の

活
躍
状
況
に
注
目
す
る
時
代
に
入
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
ア
ク

セ
ス
を
！
全
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
が
取
り
組
ん
で
い
る
事

例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。http://w

w
w
.positiveaction.jp/ 

　

ま
た
、
妊
娠
・
出
産
・
産
休
の
取
得
等
を
理
由
と
し
て
女

性
労
働
者
を
解
雇
す
る
こ
と
、契
約
の
更
新
を
し
な
い
こ
と
、

退
職
を
強
要
す
る
こ
と
な
ど
は
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
違
反

で
す
。
ご
不
明
な
点
な
ど
は
都
道
府
県
労
働
局
雇
用
均
等
室

へ
ご
相
談
下
さ
い
。 

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/bunya/koyoukintou/

roudoukyoku/ 

な
い
・
さ
せ
な
い
・
見
に
行
か
な
い
」
を
徹
底
し
、
暴
走
族

を
許
さ
な
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

安
全
・
安
心
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
み
ん
な
で
暴
走
族

を
地
域
か
ら
追
放
し
ま
し
ょ
う
。



9

　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

　　　　現在お持ちの保険証の有効期限は、平成26年７月31日㈭です。
　　　　８月１日㈮からは、新しい保険証をご使用ください。
　・保険証の色が変わります。　◆一般被保険者：桃　　　色　→　「うぐいす色」
　　　　　　　　　　　　　　◆退職被保険者：サーモン色　→　「もえぎ色」
　・世帯主の人へ加入者全員分を同封して郵送します。※納税相談が必要な世帯には別途通知します。
　・台紙に貼り付けて郵送しますので、はがしてお使いください。
　・保険証を受け取ったらすぐに内容を確認し、誤りや変更がある場合は、町民課窓口に届出をしてください。
　・70歳以上の高齢受給者証と保険証は一体型となっております。
　・年度途中で75歳になられる人や退職者医療制度から一般の国民健康保険に移行する人は年度途中までの有効期限
ですので、更新については別途通知します。

　・簡易書留での郵送や窓口での交付を希望する人、送付先を変更したい人は７月15日㈫までにご連絡ください。

※有効期限の切れた保険証は役場町民課または吉野生支所まで返却していた
だくか、ハサミなどで裁断するなどして処分してください。

○保険料について
・平成26年度の国保税決定通知書を７月中旬にお送りします。
【問い合わせ先】町民課　保険事業担当　☎42－1113

みなさんの納める保険税は、国保制度を支えるための大切な財源です。
納め忘れなどがないようご協力をお願いします。

後期高齢者医療保険からのおしらせ
○新しい保険証を７月下旬にオレンジ色の封筒で郵送します
　　　　現在お持ちの保険証（薄桃色）の有効期限は、平成26年７月31日㈭です。
　　　　８月１日㈮からは、新しい保険証（オリーブ色）に変わります。
【交付対象者】75歳以上の人
　　　　　　　65歳から74歳の一定の障がいがある人
　　　　　　（本人の申請に基づき、愛媛県後期高齢者医療広域連合の認定を受けた人）
【一部負担割合】１割または３割　※ 平成25年中の所得によって決定します。
【交付の時期】新しい保険証は、７月下旬に郵送します。
　　　　　　　８月直前になっても届かない場合や不明な点がある場合は問い合わせてください。
　　　　　　　なお、８月以降新たに75歳となる人の保険証は、誕生日の前月に郵送します。
　　　　　　　新しい保険証が届いたら、住所・氏名や一部負担割合などを必ず確認してください。
　　　　　　　※ 有効期限の切れた保険証は、ハサミなどで裁断するなどして処分してください。

○保険料について
　平成26年度の保険料額決定通知書を７月中旬にお送りします。
　 納付方法は年金から天引きされる「特別徴収」と納付書または口座振替で
納める「普通徴収」があります。前年度と納付方法が変更になっている人
もいますので、通知書を必ずご確認ください。

※詳しくは、保険証と一緒にお送りする「後期高齢者医療制度のご案内」を
ご覧ください。
【問い合わせ先】町民課　保険事業担当　☎42－1113

国民健康保険からのおしらせ
○新しい保険証を７月下旬に青色の封筒で郵送します



10

７月の森の国行事予定表

日 曜日 予　　定　　　　　　　　　　　　　　　

１ 火 不豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒 ･上家地

２ 水 可上家地以外町内全域
古豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒 ･上家地

３ 木 不松丸 ･吉野 ･蕨生 ･奥野川

４ 金 可葛川以外町内全域
古松丸 ･吉野 ･蕨生 ･奥野川

５ 土

６ 日
広見川等清掃美化作業／全町
滑床まつり「初めてのキャニオニングチャレンジデー！」
／滑床渓谷

当鎌野病院☎24-6611
当山本内科医院☎22-5100

当上田小児科・外科☎25-0100
当永井内科医院☎32-6688

７ 月 可葛川以外町内全域

８ 火 不豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒

９ 水 可上家地以外町内全域
古豊岡･延野々･富岡･目黒

10 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

11 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

12 土

13 日 当友松外科・胃腸科☎22-0410
当楠崎内科☎24-2211

当こばやし小児科☎23-1150
当鬼北町国保日吉診療所☎44-2250

14 月 可葛川以外町内全域

15 火 不豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒 ･上家地

16 水 可上家地以外町内全域
古豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒

17 木 乳がんマンモ検診　9：30 ～ 11：30　13：00 ～ 15：30 ／保健センター 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

18 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

19 土

20 日 滑床まつり「滑床渓谷沢歩き」／滑床渓谷 当河野整形外科クリニック☎22-1822
当中山内科胃腸科☎22-0707

当やくしじこどもクリニック☎24-1386
当市立吉田病院☎52-0611

21 月 当林整形外科クリニック☎23-0007
当吉田内科泌尿器科医院☎25-1330

当こおり小児科☎24-5633
当旭川荘南愛媛病院☎45-1101 可葛川以外町内全域

22 火 不豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒

23 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

24 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

25 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

26 土

27 日 当善家外科脳神経外科☎22-1484
当石川循環器科内科☎20-0320

当山下小児科☎23-0055
当城戸医院☎45-1234

28 月 可葛川以外町内全域

29 火 健康診断がん検診／松野南小学校 不豊岡・延野々・富岡・目黒

30 水 健康診断がん検診／松野南小学校 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

31 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

当……休日当番医
可……可燃物回収日　　不……不燃物回収日　　古……古紙類回収日
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